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 Ｒ３ 千葉県 公立 理科 問題 

理-21-公-千葉-問-01 

□１  次の問１～問４に答えなさい。 

問１ 植物の細胞には，図１のように，細胞膜の外側に

厚く丈夫なつくりであるＡがあり，植物の体を支え

たり，体の形を保ったりするのに役立っている。Ａ

を何というか，その名称を書きなさい。 

 

図１ 

 

問２ 次の文章中の     に共通してあてはまる最も適当なことばを書きなさい。 

地球は，数千億個の
こう

恒
せい

星などの集まりである     系の中にある。    系は，うずをまいた

うすい
えん

円
ばん

盤状（レンズ状）の形をしている。 

問３ 水にとかしても陽イオンと陰イオンに分かれない物質として最も適当なものを，次のア～エのうち

から一つ選び，その符号を書きなさい。 

ア 塩化水素 イ 水酸化ナトリウム ウ 塩化銅 エ 砂糖（ショ糖） 

問４ 図２のように，質量 120ｇの直方体の物体が床の上にある。この物体の面Ｂ～Ｄをそれぞれ下にし

て床に置いたとき，床にはたらく圧力の大きさが最大となる置き方として最も適当なものを，次のア

～エのうちから一つ選び，その符号を書きなさい。ただし，質量 100ｇの物体にはたらく重力の大き

さを１Ｎとする。 

ア 面Ｂを下にして置く。 

イ 面Ｃを下にして置く。 

ウ 面Ｄを下にして置く。 

エ 面Ｂ～Ｄのどの面を下にして置いても圧力の大きさは変わらない。 

図２  
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理-21-公-千葉-問-02 

□２  Ｓさんは，休日に市原市の
よう

養
ろう

老川に沿った
ろ

露
とう

頭に行き，チバニアンの地層を観察しました。これに関

する先生との会話文を読んで，あとの問１～問４に答えなさい。 

Ｓさん：露頭付近にある説明板のおかげで，チバニアンとは約 77 万４千年前から約 12 万９千年前の

地質年代の名称で，新生代をさらに細かく区分したものだと知りました。 

先 生：そうですね。チバニアンの始まりが約 77 万４千年前であることは，この地層に見られる火

山灰の層の研究などによってわかったのですよ。 

Ｓさん：すごいですね。千葉県内には活火山はありませんが，火山灰の層はあるのですね。 

先 生：はい。例えば 1707 年の富士山の
ふん

噴
か

火でも，火山灰が千葉県内に降り積もりました。噴火と

は，地下から上昇してきたマグマが地表にふき出す現象です。それでは，ミョウバンの水溶

液をマグマに見立て，マグマからできる火成岩の
とく

特
ちょう

徴を実験で調べてみましょう。 

実験 

① ミョウバンを熱い湯にとかした濃い水溶液をペトリ皿Ａ，Ｂにそれぞれ入れ，図１のように湯

が入った容器につけてしばらくおき，それぞれに結晶が十数個できたあと，ペトリ皿Ａのみを氷

水が入った容器に移した。ペトリ皿Ｂは湯が入った容器につけたままにした。 

② ペトリ皿Ａ，Ｂ内のミョウバンの水溶液が冷えたあと，ペトリ皿Ａ，Ｂにはそれぞれ図２のよ

うな結晶が見られた。 

図１ 図２ 
  

Ｓさん：図２のように，ペトリ皿Ｂには同じくらいの大きさの結晶しかないのに，ペトリ皿Ａには比

較的大きな結晶とその周囲を囲むように小さな結晶があるのは，ミョウバンの水溶液が冷え

るまでの時間が違うことが原因ですね。 

先 生：そうです。実際の火山でも，マグマが冷え固まるまでの時間の違いによって異なる火成岩が

できます。実験は，ペトリ皿Ａが  ｃ  
そ

組
しき

織をもつ  ｄ  のでき方を表し，ペトリ皿Ｂ

が  ｅ  組織をもつ  ｆ  のでき方を表しています。 

Ｓさん：よくわかりました。火成岩について，もっと調べてみたいと思います。 

問１ 会話文中の  ｃ  ～  ｆ  にあてはまることばの組み合わせとして最も適当なものを，次のア

～エのうちから一つ選び，その符号を書きなさい。 

ア ｃ：等
と う

粒
りゅう

状
じょう

 ｄ：火山岩 ｅ：
はん

斑   
じょう

状  ｆ：深成岩 

イ ｃ：等 粒 状 ｄ：深成岩 ｅ：斑    状 ｆ：火山岩 

ウ ｃ：斑    状 ｄ：火山岩 ｅ：等 粒 状 ｆ：深成岩 

エ ｃ：斑    状 ｄ：深成岩 ｅ：等 粒 状 ｆ：火山岩 
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問２ 図２のペトリ皿Ａで見られたようなつくりをした火成岩には，比較的大きな
こう

鉱
ぶつ

物の結晶と，その周

囲を囲む小さな粒が見られる。このような火成岩の中の，比較的大きな鉱物の結晶のでき方として最

も適当なものを，次のア～エのうちから一つ選び，その符号を書きなさい。 

ア 地表や地表近くで，マグマがゆっくりと冷やされて結晶ができた。 

イ 地表や地表近くで，マグマが急速に冷やされて結晶ができた。 

ウ 地下の深いところで，マグマがゆっくりと冷やされて結晶ができた。 

エ 地下の深いところで，マグマが急速に冷やされて結晶ができた。 

問３ Ｓさんは，ある火成岩の標本を観察し，次のように気がついたことをまとめた。図３は，この火成

岩に
ふく

含まれる鉱物のようすをスケッチしたものである。Ｓさんが観察した火成岩の名称として最も適

当なものを，あとのア～エのうちから一つ選び，その符号を書きなさい。 

気がついたこと 

この火成岩に
ふく

含まれる鉱物は，無色鉱物と有色鉱物

が同じくらいの割合だった。無色鉱物ではチョウ石が

含まれていて，有色鉱物ではキ石やカンラン石が含ま

れていた。 

図３ 

 

ア 
げん

玄
ぶ

武岩 イ 
りゅう

流
もん

紋岩 ウ 花こう岩 エ 
はん

斑れい岩 

問４ 会話文中の下線部に関連して，ある地域の，地点Ｗ～地点Ｚで，地表から深さ 25ｍまで
ほ

掘り，火山

灰の層を調べた。図４はこの地域の模式的な地形図で，５ｍごとに等高線が引いてある。また，図５

は調査結果を示した
ちゅう

柱
じょう

状 図である。あとの文中の  ｇ  にあてはまる最も適当なものを，地点Ｗ

～地点Ｚのうちから一つ選び，書きなさい。また， ｈ  にあてはまる適当な方向を，上，下のうち

から一つ選んで書き， ｉ  にあてはまる適当な数値を書きなさい。なお，この地域に火山灰の層は

１つしかないこと，地層の逆転やしゅう曲はなく地層は水平に重なっていること，地層が上下方向に

ずれる断層が１つあることがわかっている。 

図４ 図５ 

  

 ｇ  の地下にある火山灰の層は，その地点以外の３つの地点の地下にある火山灰の層と比べ

て，断層によって  ｈ  方向に  ｉ  ｍずれている。 
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理-21-公-千葉-問-03 

□３  放電のようすと，電流が流れているコイルが磁界から受ける力について調べるため，次の実験１，２

を行いました。これに関して，あとの問１～問４に答えなさい。 

実験１ 

図１のような，
けい

蛍
こう

光
ばん

板を入れた放電管（クルックス管）内の空気を抜き，
ﾌﾟﾗｽ

＋極，
ﾏｲﾅｽ

－極に非常に大き

な電圧を加えたところ，蛍光板上に明るい線が見えた。 

図１  

実験２ 

① 図２のように，コイル，
てい

抵
こう

抗
き

器Ｒ1，スイッチを電源装置につないだ回路をつくり，Ｕ字型磁石

を設置した。図２の回路のスイッチを入れたとき，コイルは矢印（ ）で示した方向に動い

て止まった。また，図２の回路の一部の導線を外して電圧計と電流計をつなぎ，スイッチを入れ

て抵抗器Ｒ1に加えた電圧と流れる電流を測定したところ，それぞれ 6.0Ｖと 2.0Ａであった。 

② 図２の回路の抵抗器Ｒ1 を 5.0Ωの抵抗器Ｒ2 にかえて，電源装置の電圧を変えずにスイッチを

入れて電流を流し，コイルが動くようすを調べた。 

図２  

問１ 実験１で，放電管内に非常に大きな電圧を加えたまま，さらに電極Ｘを＋極，電極Ｙを－極として

電圧を加えたときの，蛍光板上の明るい線のようすとして最も適当なものを，次のア～エのうちから

一つ選び，その符号を書きなさい。 

ア 暗くなる。 

イ さらに明るくなる。 

ウ 電極Ｘのほうに引かれて曲がる。 

エ 電極Ｙのほうに引かれて曲がる。 
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問２ 実験２の①について，図３は図２の回路の一部の導線を外し，電圧計と電流計をつなぐ前の状態を

表している。解答用紙の図中に必要な導線をかき加え，抵抗器Ｒ1に加えた電圧と流れる電流を測定す

るための回路を表す図を完成させなさい。ただし，導線は実線で表し，図中の につなぐこと。また，

には複数の導線をつないでもよい。 

図３  

問３ 実験２の①について，図４はスイッチを入れる前のＵ字型磁石とコイルを横から見たようすを模式

的に表したものである。ただし，図４中のコイルの断面は，コイルの導線を１本にまとめて表したも

のである。コイルに電流を流したとき，電流によってできる磁界の向きが，Ｕ字型磁石の磁界の向き

と逆になる図４中の点として最も適当なものを，次のア～エのうちから一つ選び，その符号を書きな

さい。 

ア Ａ 

イ Ｂ 

ウ Ｃ 

エ Ｄ 

 

図４ 

 

問４ 実験２の②で，コイルの動く向きと
ふ

振れる幅は，実験２の①のときと比べてどのように変化したか，

それぞれ書きなさい。ただし，変化しなかった場合は変化なしと書くこと。 
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理-21-公-千葉-問-04 

□４  植物の蒸散について調べるため，次の実験と観察を行いました。これに関して，あとの問１～問４に

答えなさい。ただし，この実験で蒸散以外による装置の質量の変化はなかったものとします。 

実験 

① 葉や
くき

茎の色，葉の大きさや枚数，茎の太さがそろった４本のツユクサを，茎の長さが同じにな

るように，水中で茎を切った。 

② 図１のように，５本の試験管に同じ量の水を入れ，そのうちの４本の試験管には，①のツユク

サにワセリンで処理をしてさした。さらに，５本の試験管それぞれの水面に同じ量の油を注いで

装置Ａ～Ｅとし，それぞれの装置全体の質量を測定した。 

③ 装置Ａ～Ｅを明るく風通しのよいところに８時間置いたあと，それぞれの装置全体の質量を測

定したところ，装置Ａ～Ｃの質量は減少し，装置Ｄ，Ｅの質量は変わらなかった。 

 
ひょう

表は，装置全体の質量の減少量についてまとめたものである。ただし，表の質量の減少量の違

いは，それぞれの装置のワセリンでの処理の違いによるものとする。 

図１  

ひょう

表  
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観察 

ツユクサの葉の表皮の一部をはがして切り

取り，顕微鏡で観察した。図２は，顕微鏡で観

察したツユクサの葉の表皮をスケッチしたも

のである。 

 

図２ 

 

問１ 実験の②の下線部について，水面に油を注ぐ理由を簡潔に書きなさい。 

問２ 実験で，装置Ａ～Ｄのツユクサの葉の裏側から蒸散によって出ていった水蒸気の合計は何ｇか。次

のア～エのうちから最も適当なものを一つ選び，その符号を書きなさい。ただし，葉の
おもて

表
がわ

側，裏側，

茎にぬったワセリンは，ぬらなかった部分の蒸散に影響を与えないものとする。 

ア 0.3ｇ イ 0.7ｇ ウ 1.0ｇ エ 1.4ｇ 

問３ 表の質量の減少量から，実験に用いたツユクサの蒸散についてどのようなことがいえるか。次のア

～エのうちから最も適当なものを一つ選び，その符号を書きなさい。 

ア 葉の裏側よりも表側で蒸散がさかんであり，葉以外からは蒸散していない。 

イ 葉の裏側よりも表側で蒸散がさかんであり，葉以外からも蒸散している。 

ウ 葉の表側よりも裏側で蒸散がさかんであり，葉以外からは蒸散していない。 

エ 葉の表側よりも裏側で蒸散がさかんであり，葉以外からも蒸散している。 

問４ 次の文章は，実験で装置Ａ～Ｃの質量が減少したことについて述べたものである。文章中の， 

 ｘ  ， ｙ  にあてはまる最も適当なことばを，それぞれ書きなさい。 

図２のような，三日月形をした細長い２つの細胞にはさまれた穴（すきま）を  ｘ  という。実

験で装置Ａ～Ｃの質量が減少したのは，試験管内の水がツユクサの茎の切り口から吸い上げられ，維

管束のうちの  ｙ  を通って茎や葉に運ばれたのち，おもに  ｘ  から蒸散によって体の外に出

ていったからである。 
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理-21-公-千葉-問-05 

□５  Ｓさんたちは，水にとけた物質の質量を調べる実験を行いました。これに関する先生との会話文を読

んで，あとの問１～問４に答えなさい。なお，資料は，それぞれの水の温度において，塩化ナトリウム

とミョウバンがそれぞれ 100ｇの水にとける最大の質量（溶解度）を示しています。また，ある温度に

おいて，物質が水にとける最大の質量は，水の質量に比例します。 

Ｓさん：図１のように，30℃の水 50ｇが入った２つのビーカーを

用意し，ビーカーⅠは塩化ナトリウム 15.0ｇを，ビーカ

ーⅡはミョウバン 15.0ｇを入れてかき混ぜました。ビー

カーⅠには，とけ残りはなくすべてとけましたが，ビー

カーⅡには，とけ残りがありました。 

先 生：そうですね。物質の種類と水の温度によって，一定量の

水にとける物質の最大の質量が決まっています。資料を

みると，水の温度が高いほうがとける量が多くなってい

ることがわかります。とけ残りがないように水溶液をつ

くるために，水溶液を加熱してみましょう。 

図１ 

 

Ｔさん：はい。ビーカーⅠ，Ⅱを加熱し，水溶液の温度を 60℃にしたところ，ビーカーⅠの塩化ナ

トリウムだけでなく，ビーカーⅡのミョウバンもすべてとけました。 

先 生：そうですね。それでは，60℃に加熱したビーカーⅠ，Ⅱを水が入った容器の中にそれぞれ入

れて，水溶液を 20℃まで
じょ

徐
じょ

々に冷やし，水溶液のようすを観察してみましょう。 

Ｓさん：はい。ａビーカーⅡを 40℃まで冷やすと，ミョウバ

ンの結晶が出ていました。20℃まで冷
ひ

やすと，さら

に多くの結晶が出ていました。20℃まで冷やしたビ

ーカーⅡの中の，ｂミョウバンの結晶が混ざったミ

ョウバン水溶液を図２のようにろ過したところ，ミ

ョウバンの結晶とｃろ液にわけることができまし

た。 

先 生：そうですね。このように，物質を一度水にとかし，

水溶液を冷やして再び結晶としてとり出す操作を 

 ｘ  といいます。 

図２ 

 

Ｔさん：はい。一方で，ビーカーⅠを 20℃まで冷やしても，塩化ナトリウムの結晶が出てきません

でした。 

先 生：そのとおりです。ビーカーⅡのミョウバン水溶液とは異なり，ビーカーⅠの塩化ナトリウム

水溶液を 20℃まで冷やしても塩化ナトリウムの結晶をとり出すことはできない理由は， 

 ｙ  からです。しかし，塩化ナトリウム水溶液を  ｚ  ことによって結晶をとり出すこ

とができます。 

資料  
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問１ 会話文中の下線部ａについて，ビーカーⅡを 60℃に加熱してミョウバンをすべてとかした水溶液を

Ｄ，Ｄを 40℃まで冷やした水溶液をＥ，Ｅをさらに 20℃まで冷やした水溶液をＦとするとき，Ｄ～Ｆ

の水溶液にとけているミョウバンの質量について述べたものとして最も適当なものを，次のア～エの

うちから一つ選び，その符号を書きなさい。 

ア とけているミョウバンの質量は，Ｄが最も小さく，ＥとＦは同じである。 

イ とけているミョウバンの質量は，Ｄが最も大きく，ＥとＦは同じである。 

ウ とけているミョウバンの質量の大きいものから順に並べると，Ｄ，Ｅ，Ｆになる。 

エ とけているミョウバンの質量の大きいものから順に並べると，Ｆ，Ｅ，Ｄになる。 

問２ 会話文中の下線部ｂについて，ミョウバンの結晶が混ざったミョウバン水溶液をろ過しているとき，

ろ紙の穴（すきま）の大きさ，水の粒子の大きさ，ミョウバンの結晶の大きさの関係を模式的に表し

た図として最も適当なものを，次のア～エのうちから一つ選び，その符号を書きなさい。なお，水に

とけているミョウバンの粒子は図には示していない。 

ア  イ  

ウ  エ  

問３ 会話文中の下線部ｃについて，20℃まで冷やしたビーカーⅡの中の，ミョウバンの結晶が混ざった

ミョウバン水溶液をろ過したときのろ液の質量パーセント濃度として最も適当なものを，次のア～エ

のうちから一つ選び，その符号を書きなさい。ただし，実験をとおして溶媒の水は蒸発していないも

のとする。 

ア 約 10％ イ 約 13％ ウ 約 19％ エ 約 23％ 

問４ 会話文中の  ｘ  ～  ｚ  について，次の①，②の問いに答えなさい。 

①  ｘ  ， ｚ  にあてはまるものの組み合わせとして最も適当なものを，次のア～エのうちから

一つ選び，その符号を書きなさい。 

ア ｘ：蒸留 ｚ：10℃まで冷やす イ ｘ：蒸留 ｚ：蒸発皿上で加熱する 

ウ ｘ：再結晶 ｚ：10℃まで冷やす エ ｘ：再結晶 ｚ：蒸発皿上で加熱する 

②  ｙ  にあてはまる理由を，資料を参考に，ミョウバンと塩化ナトリウムのそれぞれの溶解度の変

化にふれて，「水の温度」ということばを用いて書きなさい。 
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理-21-公-千葉-問-06 

□６  Ｓさんたちは，ある年の２月２日の０時から２月５日の０時まで，千葉県内の地点Ｗで気象観測を２

時間ごとに行い，図１のようにまとめました。図２のＡ～Ｄは，２月２日の 21 時，２月３日の９時，２

月３日の 21 時，２月４日の９時のいずれかの日時の天気図です。これに関して，あとの問１～問４に答

えなさい。 

図１ 
 

図２ 

Ａ  Ｂ  

Ｃ  Ｄ  
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問１ 図２のＡ～Ｄの天気図を，２月２日の 21 時から時間の経過にしたがって左から順に並べ，その符号

を書きなさい。なお，図３は２月２日の９時の天気図であり，図４は２月４日の 21 時の天気図である。 

図３ 図４ 

  

問２ 図１で，２月３日の地点Ｗの気温の変化が２月２日とは異なっていることには，前線が関係してい

る。地点Ｗにおける，２月３日の 18 時から２月４日の０時までの気温の変化を，そのように変化した

理由とともに，前線の種類を示して，説明しなさい。 

問３ 図２のＢの天気図の日時において，図５に示した地点Ｘ～Ｚで

それぞれ観測されたと考えられる風向の組み合わせとして最も

適当なものを，次のア～エのうちから一つ選び，その符号を書き

なさい。 

ア 地点Ｘ：北北西 地点Ｙ：北北東 地点Ｚ：東南東 

イ 地点Ｘ：南南西 地点Ｙ：西 地点Ｚ：北 

ウ 地点Ｘ：北北東 地点Ｙ：東 地点Ｚ：南 

エ 地点Ｘ：南南東 地点Ｙ：南南西 地点Ｚ：西北西 

図５ 

 

問４ Ｓさんたちが気象観測を行った期間の気象について述べたものとして最も適当なものを，次のア～

エのうちから一つ選び，その符号を書きなさい。 

ア ２月２日の地点Ｗは１日を通して晴天であり，昼過ぎまでは気温の上昇とともに湿度も高くなって

いったが，夜は気温の低下とともに湿度も低くなっていった。 

イ ２月２日の夜遅くから２月３日の朝にかけて地点Ｗは晴れており，地表（地面）の熱が宇宙へ逃げ

ていくことによって地表が冷えこみ，明け方に２月３日の最低の気温となった。 

ウ ２月４日の朝は，発達した低気圧に向かってあたたかく湿った季節風がふきこんだことによって，

地点Ｗの気温や湿度が高くなった。 

エ ２月２日の０時から２月５日の０時までの間で，日本付近をシベリア気団と低気圧が
こう

交
ご

互に通り過

ぎていったことによって，地点Ｗの天気が周期的に変化した。 
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理-21-公-千葉-問-07 

□７  金属を加熱したときの変化について調べるため，次の実験１，２を行いました。これに関して，あと

の問１～問４に答えなさい。なお，ステンレスの皿は加熱による質量の変化がないものとします。 

実験１ 

① 図１のように，あらかじめ質量をはかっておいたスチー

ルウール（鉄）をピンセットではさんで火をつけ，図２の

ように，そのスチールウールをさじにのせて酸素を入れた

集気びんの中に移したところ，光や熱を出しながら激しく

反応した。 

図１ 

 

② 反応後の物質をよく冷ましたあと，その質量をはかると，

反応後の物質の質量は，反応前のスチールウールの質量と

比べて増加していた。反応後の物質は，黒色で，もろく，

金属光沢は見られなかった。また，スチールウール，反応

後の物質のそれぞれをうすい塩酸が入った試験管に少量

入れたところ，スチールウールからは水素が発生したが，

反応後の物質からは気体が発生しなかった。 

図２ 

 

実験２ 

① 銅の粉末を 0.40ｇはかりとった。 

② 図３のように，はかりとった銅の粉末を，質量がわかっ

ているステンレスの皿に広げた。銅の粉末をかき混ぜなが

らガスバーナーで十分に加熱して反応させ，よく冷ました

あと，皿全体の質量をはかった。このような加熱と質量の

測定を皿全体の質量が変化しなくなるまでくり返し，変化

しなくなった皿全体の質量から皿の質量を引いて，反応後

の物質の質量を求めた。 

③ 銅の粉末の質量を 0.60ｇ，0.80ｇ，1.00ｇ，1.20ｇとか

えて，②と同様の手順でそれぞれの銅の粉末を加熱し，反

応後の物質の質量を調べた。 

図３ 

 

表は，実験２の結果をまとめたものである。 

表  



－ 13 － 

問１ 次の文章は実験１について述べたものである。文章中の  ｘ  ， ｙ  にあてはまることばの組

み合わせとして最も適当なものを，あとのア～エのうちから一つ選び，その符号を書きなさい。 

スチールウールは酸素を入れた集気びんの中で光や熱を出しながら激しく反応した。この反応を  

 ｘ  という。実験１の②で，反応後の物質が，もろく，金属光沢が見られなかったことや，スチール

ウールをうすい塩酸に入れた場合のみ水素が発生したことから，実験１の①で起きた変化は， ｙ  で

あることがわかる。 

ア ｘ：還元 ｙ：化学変化 

イ ｘ：燃焼 ｙ：化学変化 

ウ ｘ：還元 ｙ：状態変化 

エ ｘ：燃焼 ｙ：状態変化 

問２ 実験２で，銅を空気中で加熱してできた物質は，銅と酸素が化合してできた酸化銅である。このと

きに起きた変化を，化学反応式で書きなさい。 

問３ 表の結果をもとに，銅の粉末の質量と，銅の粉末と化合した酸素の質量との関係を表すグラフを完成

させなさい。ただし，グラフの縦軸には目もりとして適当な数値を書くこと。なお，グラフ上の ● は，

銅の粉末の質量が 0.40ｇのときの値を示している。 

 

問４ 実験２において，皿に入れる物質を銅からマグネシウムにかえて同様に加熱すると，マグネシウム

と酸素が化合して酸化マグネシウムができた。このとき，マグネシウムの質量とマグネシウムと化合

する酸素の質量の比は３：２であることがわかった。2.7ｇのマグネシウムが酸素と完全に化合したと

きにできる酸化マグネシウムの質量は何ｇか，書きなさい。 
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理-21-公-千葉-問-08 

□８  土の中の微生物のはたらきを調べるため，次の実験を行いました。これに関して，あとの問１～問４

に答えなさい。 

実験 

① デンプンのりを混ぜた寒天を，加熱

殺菌したペトリ皿Ａ，Ｂに入れて固め

た。 

② 林の落ち葉の下の土を採取し，図１

のように，ペトリ皿Ａにはそのままの

土を，ペトリ皿Ｂにはじゅうぶんに焼

いて冷ました土を，デンプンのりを混

ぜて固めた寒天に少量のせた。ペトリ

皿Ａ，Ｂそれぞれにふたをし，どちら

も光の当たらない部屋に置いた。 

図１ 図２ 
  

③ ３日後ペトリ皿Ａ，Ｂの土を洗い流して取り除き，デンプンのりを混ぜて固めた寒天の表面の

ようすと，図２のようにヨウ素液（ヨウ素溶液）を加えたときの，デンプンのりを混ぜて固めた

寒天の表面の色の変化を調べ，結果を表にまとめた。 

表  

問１ 次の文は，実験について述べたものである。文中の  ｘ  ， ｙ  にあてはまるものの組み合わ

せとして最も適当なものを，あとのア～エのうちから一つ選び，その符号を書きなさい。 

ペトリ皿Ａの土をのせていたところの周辺では，土の中にいる微生物の  ｘ  によって，デンプ

ンが  ｙ  たが，ペトリ皿Ｂでは，じゅうぶんに焼いて冷ました土の中には生きた微生物がいなか

ったため，デンプンが  ｙ  なかった。 

ア ｘ：光合成 ｙ：つくられ イ ｘ：光合成 ｙ：分解され 

ウ ｘ：呼吸 ｙ：つくられ エ ｘ：呼吸 ｙ：分解され 

問２ 落ち葉や生物の死がい（
い

遺
がい

骸），ふんなどの分解にかかわる生物の具体例として最も適当なものを，

次のア～エのうちから一つ選び，その符号を書きなさい。 

ア シデムシ，ミミズ，ダンゴムシ，ムカデ イ モグラ，ヘビ，アオカビ，シイタケ 

ウ アオカビ，シイタケ，シデムシ，ミミズ エ ダンゴムシ，ムカデ，モグラ，ヘビ 



－ 15 － 

問３ 菌類や細菌類のなかまについての説明として最も適当なものを，次のア～エのうちから一つ選び，

その符号を書きなさい。 

ア 菌類や細菌類のなかまは，生態系において分解者であり，落ち葉や生物の死がい，ふんなどから栄

養分を得る消費者でもある。 

イ 菌類や細菌類のなかまが落ち葉や生物の死がい，ふんなどを分解してできた物質は，再び光合成の

材料として植物に利用されることはない。 

ウ 菌類や細菌類のなかまは，土の中にのみ存在する生物であるが，納豆菌など人間に有用なはたらき

をするものもいる。 

エ 菌類や細菌類のなかまは，落ち葉や生物の死がい，ふんなどを水と酸素に分解することで，生活に

必要なエネルギーをとり出している。 

問４ 図３は，生態系における炭素の流れ（移動）を矢印（ ）

で模式的に表したものであり，Ｃは生産者，Ｄは消費者（草食動

物），Ｅは消費者（肉食動物），Ｆは分解者を表している。図３中

の矢印のうち，おもに二酸化炭素としての炭素の流れを示した矢

印をすべてかいた図として最も適当なものを，次のア～エのうち

から一つ選び，その符号を書きなさい。 

図３ 

 

ア  イ  

ウ  エ  
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理-21-公-千葉-問-09 

□９  物体にはたらく力について調べるため，次の実験１～３を行いました。これに関して，あとの問１～

問４に答えなさい。ただし，ひも，糸，
どう

動
かっ

滑
しゃ

車およびばねばかりの質量，ひもとそれぞれの滑車との間

の
ま

摩
さつ

擦，糸の体積は考えないものとし，おもりの変形，ひもや糸の伸び縮みはないものとします。また，

質量 100ｇの物体にはたらく重力の大きさを１Ｎとします。 

実験１ 

① ひもの一
たん

端を天井にある点Ａに固定し，他端を動滑車，天井に固定した定滑車Ｍを通してばね

ばかりにつないだ装置を用意した。また，水の入った容器の底に
しず

沈んだ質量１kg のおもりを，

糸がたるまないようにして，動滑車に糸でつないだ。 

② 図１のように，矢印（ ）の向きに，手でばねばかりをゆっくりと引き，おもりを容器の

底から高さ 0.5ｍまで引き上げた。このとき，おもりは水中にあり，ばねばかりの目もりが示す

力の大きさは４Ｎで，手でばねばかりにつないだひもを引いた長さは１ｍであった。 

③ さらにばねばかりを同じ向きに引き，おもりが水中から完全に出たところで静止させた。この

とき，ばねばかりの目もりが示す力の大きさは５Ｎであった。 

 図１  

実験２ 

① 実験１の装置から，動滑車，点Ａに固定したひもの一端および水の入った容器を取り外した。 

② 図２のように，ひもの一端を天井の点Ｂに固定し，おもりをひもに糸で直接つないで，ばねば

かりを実験１と同じ向きにゆっくり引いておもりを静止させた。このとき，ひもに糸をつないだ

点を点Ｏ，ひもが定滑車Ｍと接する点を点Ｐとすると，∠ＢＯＰの角度は 120°であった。 

 図２  
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実験３ 

① 実験２の装置の点Ｂに固定したひもの一端を外し，天井に固定した定滑車Ｎを通して，質量

600ｇの分銅をつないだ。 

② 図３のように，ばねばかりを実験１と同じ向きにゆっくり引いておもりを静止させた。このと

き，ひもが定滑車Ｍと接する点を点Ｑ，ひもが定滑車Ｎと接する点を点Ｒとすると，点Ｒと点Ｑ

は同じ水平面上にあった。 

 図３  

問１ 次の文章中の     にあてはまる最も適当なことばを書きなさい。 

実験１のように，動滑車などの道具を使うと，小さな力で物体を動かすことができるが，物体を動

かす距離は長くなる。このように，同じ仕事をするのに，動滑車などの道具を使っても使わなくても

仕事の大きさは変わらないことを     という。 

問２ 実験１の①で，水の入った容器の底にあるおもりにはたらく浮力は何Ｎか，書きなさい。 

問３ 図４は，実験２で，おもりを静止させたときのようすを

模式的に表したものである。このとき，点Ｂ側のひも，点

Ｐ側のひも，およびおもりをつないでいる糸が点Ｏを引く

力を，解答用紙の図中にそれぞれ矢印でかきなさい。ただ

し，方眼の１目もりは１Ｎの力の大きさを表している。ま

た，作用点を ● で示すこと。 

 

図４ 

 

問４ 実験３の②で，点Ｒ，Ｏ，Ｑの位置と各点の間の長さは

図５のようになっていた。このとき，ばねばかりの目もり

が示す力の大きさは何Ｎか，書きなさい。 

 

図５ 
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 Ｒ３ 千葉県 公立 理科 解答用紙 

 

問題番号 解 答 配点 備  考 

理-
2
1
-

公-

千
葉-

KY
-
0
1 

□１  

問１   
 

問２   系  

問３   

問４   

理-
2
1
-

公-

千
葉-

KY
-
0
2 

□２  

問１   
 

問２   

問３   

問４ ｇ  ｈ  ｉ   ｍ  

理-
2
1
-

公-

千
葉-

KY
-
0
3 

□３  

問１    

問２ 

 

 

問３   

問４ 

動く向き   

 

振れる幅   

理-
2
1
-

公-

千
葉-

KY
-
0
4 

□４  

問１    

問２   

問３   

問４ ｘ  ｙ   



－ 19 － 

問題番号 解 答 配点 備  考 

理-
2
1
-

公-

千
葉-

KY
-
0
5 

□５  

問１   
 

問２   

問３   

問４ 

①    

②   

理-
2
1
-

公-

千
葉-

KY
-
0
6 

□６  

問１ →     →     →  
 

問２   

問３   

問４   

理-
2
1
-

公-

千
葉-

KY
-
0
7 

□７  

問１   
 

問２   →   

問３ 

 

 

問４   ｇ  
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問題番号 解 答 配点 備  考 

理-
2
1
-

公-

千
葉-

KY
-
0
8 

□８  

問１   
 

問２   

問３   

問４   

理-
2
1
-

公-

千
葉-

KY
-
0
9 

□９  

問１   
 

問２   Ｎ  

問３ 

 

 

問４   Ｎ  
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 Ｒ３ 千葉県 公立 理科 解答 

 

問題番号 解 答 配点 備  考 

理-
2
1
-

公-

千
葉-

K-
0
1 

□１  

問１ 細胞壁 ３ 
問１･２ かなでもよい。 

 

問２  銀河 系 ３ 

問３ エ ３ 

問４ イ ３ 

理-
2
1
-

公-

千
葉-

K-
0
2 

□２  

問１ ウ ３ 
問４ すべて正しいときに点

を与える。 

ｇは「Ｘ」でもよい。 

 
問２ ウ ３ 

問３ エ ３ 

問４ ｇ 地点Ｘ ｈ 上 ｉ  10 ｍ ３ 

理-
2
1
-

公-

千
葉-

K-
0
3 

□３  

問１ ウ ３ 
問２ 左の図のようにそれぞ

れの導線を ● につないでか

いてあるときに点を与える。 

問４ 各学校において統一した

基準により採点すること。 

両方とも正しいときに点を

与える。 

 
問２ 

 

３ 

問３ ア ３ 

問４ 

動く向き  変化なし 

３ 

振れる幅  小さくなった 

理-
2
1
-

公-

千
葉-

K-
0
4 

□４  

問１ （水面からの）水の蒸発を防ぐため。 ３ 
問１ 各学校において統一し

た基準により採点すること。 

問４ かなでもよい。 

両方とも正しいときに点を

与える。 

 

問２ ウ ３ 

問３ エ ３ 

問４ Ｘ 気孔 Ｙ 道管 ３ 
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問題番号 解 答 配点 備  考 

理-
2
1
-

公-

千
葉-

K-
0
5 

□５  

問１ ウ ２ 
問４② 各学校において統一し

た基準により採点すること。 

 問２ イ ２ 

問３ ア ２ 

問４ 

①  エ ２ 

② 

水の温度が下がると，ミョウバンの溶解度は小

さくなるが，塩化ナトリウムの溶解度はあまり

変化しない 

２ 

理-
2
1
-

公-

千
葉-

K-
0
6 

□６  

問１ Ａ → Ｄ → Ｂ → Ｃ ２ 
問１ すべて正しいときに点

を与える。 

問２ 各学校において統一し

た基準により採点すること。 

 問２ 
（地点Ｗを）温暖前線が通過したため，気温が上

がった。 
２ 

問３ エ ３ 

問４ イ ３ 

理-
2
1
-

公-

千
葉-

K-
0
7 

□７  

問１ イ ３ 
問２ 各学校において統一し

た基準により採点すること。 

問３ 各学校において統一し

た基準により採点すること。 

部分点を与えてもよい。 

 

問２  ２Ｃｕ ＋ Ｏ２ → ２ＣｕＯ ３ 

問３ 

 

３ 

問４  4.5 ｇ ３ 
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問題番号 解 答 配点 備  考 

理-
2
1
-

公-

千
葉-

K-
0
8 

□８  

問１ エ ２ 
 

問２ ウ ２ 

問３ ア ３ 

問４ イ ３ 

理-
2
1
-

公-

千
葉-

K-
0
9 

□９  

問１ 仕事の原理 ２ 
問１ かなでもよい。 

問３ 各学校において統一し

た基準により採点すること。 

 問２  ２ Ｎ ２ 

問３ 

 

３ 

問４  ８ Ｎ ３ 
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 Ｒ３ 千葉県 公立 理科 解説 

理-21-公-千葉-KS-01 

□１  問２ 銀河系のさらに外に数多く存在する恒星の大集団を銀河とよぶ。 

問３  水にとかしたときに陽イオンと陰イオンに分かれる物質を電解質，分かれない物質

を非電解質といい，電解質の水溶液には電流が流れる。 

問４ 圧力【Ｐａ】＝
力の大きさ【Ｎ】

  力がはたらく面積【㎡】
より，力がはたらく面積が小さいほど圧力は大きくなることが 

 わかる。それぞれの面の面積の大きさは面Ｃ＜面Ｂ＜面Ｄなので，最も面積が小さい面Ｃを下にして

置くときに圧力の大きさが最大となる。 

理-21-公-千葉-KS-02 

□２  問１  火成岩のつくり 

   つくり できかた  

 火山岩 斑状組織 マグマが地表や地表近くで，短い時間で冷え固まってできる。  

 深成岩 等粒状組織 マグマが地下深くで，長い時間をかけて冷え固まってできる。  

問２ 斑状組織でも，大きな鉱物の結晶の部分は地下深くでゆっくりと冷え固まってできる。 

問３ 図３は等粒状組織を表しているので，深成岩である。また，チョウ石，キ石，カンラン石が含まれ

ていることから斑れい岩であることがわかる。 

 火成岩の分類 

火成岩は，できる場所のちがいと，有色鉱物・無色鉱物の含まれる割合によって，次のよ

うに分類される。 

 

問４ 図４の各地点の標高と図５の地表からの深さの差から，火山灰の層の上面の標高を計算すると，地点

Ｗ…105－20＝85ｍ，地点Ｘ…110－15＝95ｍ，地点Ｙ…95－10＝85ｍ，地点Ｚ…90－５＝85ｍとなる。 

理-21-公-千葉-KS-03 

□３  問１ 蛍光板上に見えた明るい線は「電子線（陰極線）」と呼ばれる電子の集まりである。電子は－の

電気をもった粒子なので，＋極側に引かれる。 

問２ 測定したいところに対し，電流計は直列に，電圧計は並列につなぐ。 

問３ 電流は＋極から－極へ流れるので，図２の回路図から，図４のコイルには手前から奥へ向かって電

流が流れていることがわかる。このとき，電流によってできる磁界は，電流の進行方向に対して時計

回りに発生しており，磁石の磁界はＮ極からＳ極へ発生しているので，磁石の磁界と逆向きになるの

はＡとなる。 

問４ 実験２の①では，電圧計の値が 6.0Ｖ，電流計の値が 2.0Ａだったので，抵抗器Ｒ1の抵抗の大きさ

は，オームの法則より，6.0Ｖ÷2.0Ａ＝3.0Ω である。実験２の②では 5.0Ω の抵抗器Ｒ2に変更し，
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電圧の大きさはそのままにしているので，流れる電流の大きさは①のときよりも小さくなる。したが

って，コイルの振れる幅は流れる電流が大きいほど大きくなるため，コイルの振れる幅は小さくなる

が，電流の向きや磁石の向きは変えていないので，コイルの動く向きは変化しない。 

理-21-公-千葉-KS-04 

□４  問２ ワセリンをぬった部分からは，蒸散によって水蒸気が出ていかない。したがって，装置Ａ～Ｅ

で蒸散の起こる部分は，装置Ａ…葉の裏側＋茎，装置Ｂ…葉の表側＋茎，装置Ｃ…茎，装置Ｄ，Ｅ…なし 

となる。葉の裏側からの蒸散量（蒸散によってからだの外に出ていった水蒸気の質量）は，装置Ａの減

少量と装置Ｃの減少量との差なので，表より 1.2－0.2＝1.0ｇ 

問３ 問２の結果より葉の裏側からの蒸散量は 1.0ｇ，装置Ｂの減少量と装置Ｃの減少量との差より葉の

表側からの蒸散量は 0.5－0.2＝0.3ｇである。よって，葉の表側よりも裏側で蒸散がさかんであるこ

とがいえる。また，装置Ｃの減少量より茎からの蒸散量は 0.2ｇであるので，葉以外からも蒸散して

いることがわかる。なお，実験に用いたツユクサで葉の裏側の方が表側よりも蒸散がさかんなのは，

気孔が葉の裏側でより多いためと考えられている。 

理-21-公-千葉-KS-05 

□５  問１ 50ｇの水にとけるミョウバンの質量は，水 100ｇのときについて示した資料の値をそれぞれ 

 
１

 ２ 
倍して，60℃で 28.7ｇ，40℃で 11.9ｇ，20℃で 5.7ｇである。はじめに水 50ｇが入ったビーカー 

 に入れたミョウバンの質量は 15.0ｇなので，冷やしていったときのそれぞれの温度の水溶液中にとけて

いるミョウバンの質量は，水溶液Ｄは 15.0ｇ，Ｅは 11.9ｇ，Ｆは 5.7ｇとなる。 

問２ ろ紙の穴は小さく，水の粒子は通すが，ミョウバンの結晶は通さない。 

問３ 問１より，20℃の飽和ミョウバン水溶液中には 5.7ｇのミョウバンがとけているので， 

 質量パーセント濃度【％】＝
溶質【ｇ】

  溶質【ｇ】＋溶媒【ｇ】
×100 より，

5.7ｇ

  5.7ｇ＋50ｇ 
×100＝10.23…％ 

理-21-公-千葉-KS-06 

□６  問１ 偏西風の影響により，日本の上空の天気は西から東へと変わることが多いので，低気圧の位置

に着目する。 

問２ ふつう１日の気温は，２月２日のグラフのように，朝から昼にかけて上昇し，14 時頃を頂点として

その後は徐々に低下していくが，２月３日の気温は夕方以降も上昇している。この変化のようすから，

２月３日の午後に温暖前線が地点Ｗを通過し，暖気におおわれたと考えられる。 

問３ 日本近辺の低気圧付近では，右図のように風が中心に向かって反時計

回りにふきこんでいる。よって，大まかに図５の地点Ｘでは東寄りの風，

地点Ｙでは南寄りの風，地点Ｚでは北寄りの風がふいていると考えらえ

るので，この条件に最も近いのはエである。 
 

問４ ア…昼過ぎまでは気温の上昇とともに湿度が低くなっており，夜は気温の低下とともに湿度も高く

なっているので誤り。ウ…２月４日の朝は，温暖前線の通過にともない暖気におおわれたことによっ

て気温や湿度が高くなったので誤り。エ…「シベリア気団」ではなく「移動性高気圧」なので誤り。 

理-21-公-千葉-KS-07 

□７  問１ 燃焼は，光や熱を出しながら物質が激しく酸化される現象である。なお，還元は酸化物から酸

素が取り除かれることを，状態変化は「氷⇔水⇔水蒸気」のように物質の状態が変化することをそれぞ

れ表す。 

問３ 銅の粉末と結びついた酸素の質量は，反応後の物質の質量から銅の粉末の質量を引くことで求めら

れる。よって，表から，銅の粉末と結びついた酸素の質量は，以下のようになる。 

銅の粉末の質量〔ｇ〕 0.40 0.60 0.80 1.00 1.20 

反応後の物質の質量〔ｇ〕 0.50 0.74 1.00 1.26 1.50 

結びついた酸素の質量〔ｇ〕 0.10 0.14 0.20 0.26 0.30 
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 グラフの書き方 

測定値を点で記入し，実験結果に誤差が生じるときは，上下に点が同じぐらい散らばるよう

に直線を引く。また，グラフの線はグラフの用紙の端から端まで引く。 

問４ マグネシウムと酸素が３：２の質量比で結びつくならば，マグネシウムと酸化マグネシウムの質量

比は３：５である。よって，2.7ｇのマグネシウムが酸素と完全に結びついたときにできる酸化マグネ

シウムの質量は，2.7ｇ×
５

 ３ 
＝4.5ｇ 

理-21-公-千葉-KS-08 

□８  問３ イ…菌類や細菌類のなかまが落ち葉や生物の死がい，ふんなどを分解してできた水や二酸化炭

素を，植物は光合成の材料としても使っている。ウ…菌類や細菌類のなかまは，土の中だけではなく，

空気中や水中などさまざまな場所に存在している。エ…菌類や細菌類のなかまは，落ち葉や生物の死が

い，ふんなどを，酸素を使って二酸化炭素と水に分解する。 

問４ すべての生物（Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆ）が呼吸によって二酸化炭素を放出するが，生産者であるＣのみ，

光合成による二酸化炭素の吸収も行う。 

理-21-公-千葉-KS-09 

□９  問２  浮力は物体の上面と下面にかかる水圧の差で生じるので，物体全体が水中にあ

るとき，深さに関係なく浮力の大きさは一定である。 

  実験１の①と②はどちらもおもり全体が水中にあるので，浮力の大きさは変わらない。また，質量100ｇ

の物体にはたらく重力の大きさが１Ｎなので，１kgのおもりにはたらく重力の大きさは，10Ｎである。

実験１の②より，ばねばかりの目もりが示す値は４Ｎで，また，動滑車を１つ使用しているので，糸が

おもりを引く力は４Ｎ×２＝８Ｎとなる。よって，おもりにはたらく重力の大きさとの差である，

10－８＝２Ｎが浮力の大きさとなる。 

問３ 次のような手順で作図を行う。 

手順(1) おもりにはたらく重力の大きさは 10Ｎなので，作用点

（点Ｏ）から下向きに 10 マス分の矢印をかく。 

手順(2) (1)でかいた矢印と大きさが同じで向きが逆の補助線

をかく。 

手順(3) 点Ｂ側のひもと点Ｐ側のひもを図下側の２辺とし，手順

(2)でかいた補助線を対角線とする平行四辺形をかく。 

手順(4) 手順(3)でかいた平行四辺形の図下側の２辺の先に矢頭

を入れ，解答の矢印とする。 

 

問４ 図５より，はたらく重力の大きさが 10Ｎのおもりを静止さ

せると，重力とつり合う力は，ＯＲ方向の分力とＯＱ方向の

分力に，右図のように分解される。したがって，ＯＲ方向の

分力の大きさ：ＯＱ方向の分力の大きさ＝0.6：0.8＝３：４と

なり，また，ＯＲ方向の分力の大きさは，質量 600ｇの分銅に

はたらく重力の大きさと，定滑車Ｎを通してつり合っている。

質量 600ｇの分銅にはたらく重力の大きさは６Ｎであるので，

ＯＱ方向の分力の大きさを xＮとすると，６Ｎ：xＮ＝３：４

より，ＯＱ方向の分力の大きさは８Ｎとなる。ここで，定滑車  

 を通してはたらく力の大きさは，1 本のひもを両側から引いていることになるため，ひもを引く向き

を変えても等しく，変わらない。よって，ばねばかりが定滑車Ｍを通してひもを引く力の大きさは，

図３中に示されている 60°という角度に関係なく，ＯＱ方向の分力の大きさと同じ８Ｎである。 

 


